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12月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。
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2017.119月定例会

　季
節
は
秋
に
移
り
、色
鮮
や
か

な
紅
葉
や
菊
や
コ
ス
モ
ス
な
ど
の

秋
の
花
が
咲
き
誇
る
過
ご
し
や
す

い
気
候
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
の
夏
は
梅
雨
が
長
く
、夏

は
す
ぐ
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、例
年
よ
り
さ
ら
に
多
く
全
国

各
地
で
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
多

く
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、日
本
の
安
全
保
障
の
面

で
も
、北
朝
鮮
に
よ
る
核・ミ
サ
イ

ル
開
発
が
進
め
ら
れ
、弾
道
ミ
サ

イ
ル
が
日
本
の
上
空
を
通
過
す
る

事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。日
本
は

安
全
な
国
で
あ
る
と
い
う
日
本
国

民
の
認
識
が
根
本
か
ら
覆
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　自
然
災
害
、戦
争
な
ど
内
容
に

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、私
た
ち
は
危

機
管
理
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
ん
な
こ
と
を
考
え
つ
つ
、幸
せ

に
な
る
た
め
に
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
る
市
民
の
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も

親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
ま
す
の
で
、ご
愛
読
お
願
い
し
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（東
野
）

　

Topics、議会日程

議会を傍聴してみませんか 次回の議会報告会は…

12月 1日（金）１０時～　　　本会議（行政報告・議案説明など） 

      １1日（月）１０時～　　　本会議（一般質問）

      12日（火）１０時～　　　本会議（一般質問） 

      14日（木）１０時～　　　産業建設常任委員会 

      15日（金）１０時～　　　教育民生常任委員会 

      18日（月）１０時～　　　総務常任委員会 

      ２2日（金）１０時～　　　本会議（委員長報告・採決など） 

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

Ｔｏｐｉｃｓ
市議会定例会のインターネット中継（録画中継）を開始！

市議会会議録検索システムを導入！

　市議会では、議会改革（開かれた議会）の一環として、市議会
定例会一般質問などのインターネット中継（録画中継）を開始し
ました。
　坂井市ホームページ内の、市議会のページにある議会放送か
ら視聴することができます。
　また、ＹｏｕＴｕｂｅウェブサイト内で「坂井市議会」と検索するこ
とで、録画中継の動画を視聴することもできます。

　市議会では、議会定例会・臨時会の会議録を閲覧・検索できる
会議録検索システムを導入しました。
　坂井市ホームページ内の、市議会のページにある会議録から
検索システムに入り、会議名や発言者、発言した言葉で検索する
ことができます。

　9月定例会の報告と意見交換会を行います。議会や市政に対す
るご意見をお聞かせください。
　住所に関係なく、どの会場でも参加できます。

開 催 日 時 会　　場

市ホームページアドレス http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/

大石小学校　6年

清水　美咲
し  みず み   さき

三国高校1日議会塾

坂井市高校生議会

補正予算概要、広域連合・一部事務組合報告

常任委員会報告

一般質問

定例会審議結果、委員会活動

Topics、議会日程

表紙 ： 市内3校の生徒代表による坂井市高校生議会の様子　　　　

11月20日（月）
午後７時～

11月21日（火）
午後７時～

みくに市民センター会議室 三国町中央一丁目5-1
TEL 82-7200
春江町随応寺20-24-1
TEL 51-5181
丸岡町西里丸岡12-21-1
TEL 68-0843
坂井町下新庄1-1
TEL 66-1500

高椋コミュニティセンター３階　
大会議室
市役所多目的研修センター３階　
大ホール

春江中小企業センター２階　
多目的ホール

坂井市高校生議会

三国高校
丸岡高校
坂井高校



23 三国高校1日議会塾 三国高校1日議会塾

三国高校三国高校未来を語る三国高校未来を語る三国高校未来を語る三国高校 １日議会塾
平成29年7月14日開催

　18歳選挙権の導入を受け、高校生に議会を身近に感じ、市の未来を考
えてもらう機会とするため、坂井高校、丸岡高校に続き、今回は三国高
校で、「未来を語る三国高校1日議会塾」と題し、3年生6クラスの約
200人と意見を交換しました。
　第1部では、生徒たちが議会の仕組みなどについて説明を受け、第２
部では、各クラス４グループに分かれ、生徒たちからさまざまな意見が
寄せられました。

●観光振興と交流人口

高校生

・観光客のために、街のいたるところに、
モニュメントなどの目印や地図が欲し
い。

・自然の豊かさを生かした子どもから大人
まで遊べるアドベンチャーパークの建
設、探検ツアーを企画したらどうか。

・東尋坊の周りに何もない。
・祭りなどの行事の規模を大きくして、観
光客を増やす。

・全国的に有名なアーティストのライブを
誘致する。

●移住・定住の促進と雇用の確保

高校生

・地元は良いところと感じているので、県
内に就職したい。

・県外に就職しても、年をとったら地元に
戻ってきたい。

・大企業を誘致する。
・若者が仕事に就けるように、就職環境の
充実を図る。

・若者の一部の人しか、希望する就職先が
ない。

・人口を増やすために、税金を安くしたら
どうか。

●環境の整備

高校生

・サンセットビーチにゴミが多い。海をき
れいにしてほしい。

・川が大変汚れている。昔の竹田川はもっ
ときれいだったと聞いている。

・歩道の整備をしてほしい。
・三国こども広場周辺が薄暗いので管理・
整備をしてほしい。

・三国運動公園野球場も立派にしてほし
い。

●にぎわいのあるまち

高校生

・ショッピングモールを誘致する。
・若者が集まる娯楽施設や商業施設を造
る。

・三国駅周辺が整備改修されているので、
飲食店などのにぎわいがほしい。

●鉄道・バスの利便性向上

高校生

えちぜん鉄道
・通学時間帯の本数が少ない。
・JRに比べて運賃が高い。
コミュニティバス
・通学時間帯の時刻を見直してほしい。
・接続ルートの運行本数を増やしてほし
い。

・補習や部活があるので、土日も運行して
ほしい。
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　　市
議
会
で
は
、
将
来
を
担
う
高
校
生
た

ち
が
、
議
場
に
お
い
て
市
政
に
対
す
る
提

案
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
政
や
議

会
に
関
心
を
持
ち
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

す
る
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
へ

の
愛
着
や
誇
り
を
持
つ
こ
と
を
目
的
と

し
、
「
坂
井
市
高
校
生
議
会
」
を
８
月
７

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　坂
井
市
に
お
い
て
は
初
の
高
校
生
議
会

と
な
り
、
市
内
３
校
か
ら
三
国
高
校
６

名
、
丸
岡
高
校
６
名
、
坂
井
高
校
８
名
の

計
20
名
の

生
徒
が
参

加
し
、
開

催
し
ま
し

た
。　ま

た
、
参

加
者
の
う

ち
各
高
校

か
ら
１
名

ず
つ
議
長

を
選
出
し
、

交
代
で
議

事
の
進
行
を
務
め
ま
し
た
。

　市
か
ら
は
坂
本
市
長
、
北
川
副
市
長
、

川
元
教
育
長
、
各
所
管
部
長
が
、
市
議
会

か
ら
は
伊
藤
議
長
、
古
屋
副
議
長
、
議
会

報
告
委
員
会
委
員
が
出
席
し
、
本
会
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　高
校
生
を
議
員
に
委
嘱
し
、
全
体
会
や

リ
ハ
ー
サ
ル
の
後
、
一
人
ず
つ
議
場
に
入

場
し
、
理
事
者
や
市
議
会
議
員
、
傍
聴
者

か
ら
暖
か
い
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
開
会
に
あ
た
り
、
伊
藤
議
長
か

ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
高
校
生
議
員
を
激

励
し
ま
し
た
。

　本
会
議
で
は
、
高
校
生
議
員
が
２
名
ず

つ
登
壇
し
、
日
頃
疑
問
に
思
う
こ
と
や
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
一
般
質
問
が
市
長

な
ど
理
事
者
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
三
国
高
校
一
般
質
問
】

高
校
生
議
員
（
敬
称
略
）

川
端
拳
治（
議
長
）、松
原
魁
、高
山
朋
之
、

森
亜
由
美
、上
坂
ゆ
う
き
、髙
畑
ひ
か
る

一
般
質
問

・
イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
た
坂
井
市
の
活
性

化
に
つ
い
て

・
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
有
効
な
運
用
に

つ
い
て

・
坂
井
市
の
文
化
に
特
化
し
た
国
語
教
育

に
つ
い
て

・
自
然
体
験
ツ
ア
ー
に
つ
い
て

・
三
国
運
動
公
園
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
順
不
同
）

【
丸
岡
高
校
一
般
質
問
】

高
校
生
議
員
（
敬
称
略
）

渡
邊
雄
大（
議
長
）、
白
崎
圭
吾
、
中
西
良
翔
、

大
﨑
遼
汰
、藤
澤
龍
真
、宮
腰
大
晴

一
般
質
問

・
市
内
の
道
路
の
整
備
お
よ
び
街
灯
の
設

置
に
つ
い
て

・
電
車
と
バ
ス
の
接
続
に
つ
い
て

・
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

・
土
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

・
J
R
丸
岡
駅
周
辺
の
施
設
に
つ
い
て

・
路
線
バ
ス
の
本
数
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
順
不
同
）

【
坂
井
高
校
一
般
質
問
】

高
校
生
議
員
（
敬
称
略
）

寺
澤
紗
夏（
議
長
）、
齊
藤
正
哉
、
上
野
稜
市
、

堀
之
内
理
沙
、本
川
由
佳
、廣
部
勇
也
、

髙
﨑
顕
、小
屋
開
地
悠
輔

一
般
質
問

・
観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

・
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
見
直
し
に
つ

い
て

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
便
数
に
つ
い
て

・
坂
井
市
を
通
る
Ｊ
Ｒ
に
つ
い
て

・
女
性
の
起
業
活
躍
に
つ
い
て

・
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

・
路
側
帯
や
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

・
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
順
不
同
）

【
議
長
講
評
】

　今
回
の
高
校
生
議
会
を
市
議
会
に
重
ね
、

市
が
抱
え
る
財

政
的
制
約
の
中

で
市
民
に
と
っ

て
よ
り
良
い
市

と
な
る
よ
う
意

見
を
出
し
、
そ
れ

を
反
映
さ
せ
、
一

歩
ず
つ
進
ん
で

行
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
も
そ
れ
に
取
り
組
み
、
有
権

者
で
あ
る
高
校
生
議
員
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
を
期
待
し
ま
す
。

    

初
の「
坂
井
市
高
校
生
議
会
」

を
開
催

初
の「
坂
井
市
高
校
生
議
会
」

を
開
催

高校生議会に参加した皆さん

一般質問をする三国高校生

講評する伊藤議長

・
高
校
生
の
自
分
た
ち
が
、
市
に

対
す
る
意
見
を
発
言
で
き
る
機

会
を
与
え
ら
れ
、
う
れ
し
か
っ

た
。

・
高
校
生
議
会
を
通
し
て
、
市
の

こ
と
を
少
し
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

・
こ
れ
か
ら
、
市
が
よ
り
良
く
な

る
よ
う
、
少
し
で
も
貢
献
し
た

い
。

・
緊
張
し
た
が
良
い
経
験
に
な
っ

た
。
高
校
生
議
会
を
通
し
て
、

よ
り
坂
井
市
に
関
心
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
。

・
議
会
、
議
員
は
遠
い
存
在
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
今
回
と
て
も

身
近
に
感
じ
た
。

・
ど
の
問
題
に
も
、
基
本
的
に
は

お
金
が
関
わ
っ
て
く
る
の
だ
な

と
思
っ
た
。

■
高
校
生
議
員
の
感
想

一般質問をする丸岡高校生

一般質問をする坂井高校生

か
わ 

ば
た 

け
ん   

じ

て
ら 

ざ
わ 

す
ず   

な

ほ
り

　の  

う
ち   

り    

さ

た
か 

さ
き
あ
き
ら

  

こ    

や  

か
い   

ち   

ゆ
う 

す
け

も
と 

か
わ   

ゆ   

か

ひ
ろ  

べ   

ゆ
う   

や

さ
い 

と
う 

ま
さ   

や

う
え   

の 

り
ょ
う
い
ち

わ
た 

な
べ 

ゆ
う 

だ
い

お
お 

さ
き
り
ょ
う 

た

ふ
じ 

さ
わ
り
ゅ
う 

ま

み
や 

ご
し 

た
い 

せ
い

し
ら 

さ
き 

け
い   

ご

な
か 

に
し 

よ
し   

と

も
り   

あ    

ゆ    

み

う
え 

さ
か

た
か 

は
た

ま
つ 
ば
ら 

か
い

た
か 

や
ま 

と
も 

ゆ
き



補正予算概要、広域連合・一部事務組合報告常任委員会報告

平成29年度　一般会計９月補正予算概要

坂井地区広域連合
　坂井市とあわら市で構成。
　介護保険・さかいクリーンセンター・代官山斎苑墓地に関する
事業を行う。

■平成29年7月：第57回定例会
　●平成29年度一般会計補正予算　他6件を可決・承認
主な議案
　・平成29年度介護保険特別会計補正予算　可決
　・平成29年度代官山墓地特別会計補正予算　可決

　平成29年8月：第2回定例会
　●専決処分の承認を求めることについて　承認
　●平成28年度越前三国競艇企業団モーターボート競走
　　事業会計決算の認定について　認定
　●平成28年度越前三国競艇企業団モーターボート競走
　　事業会計未処分利益剰余金の処分について　可決

嶺北消防組合
　坂井市とあわら市で構成。

■平成29年7月：第2回臨時会
　●平成29年度一般会計補正予算　他４件を可決・受理
主な議案
　・高規格救急車の取得について　可決
　・嶺北消防組合消防本部及び消防署の設置等に関す 
　　る条例の一部を改正する条例について　可決

福井坂井地区広域市町村圏事務組合　
　坂井市・福井市・あわら市・永平寺町で構成。
　主に清掃センター、ＹＯＮＥＴＳＵ-ＫＡＮささおかの運営、
電子計算組織（福井市を除く）の共同利用を行う。

■平成29年7月：第169回定例会
　●平成29年度一般会計補正予算　可決
　●専決処分の承認を求めることについて（福井県市町
　　総合事務組合規約の一部変更について）　承認
　●監査委員の選任について　同意

越前三国競艇企業団
　坂井市と越前市で構成。
　競艇事業の運営を行う。

67

4億8,588万円（補正後の額　391億8,260万円）

財産管理事務事業 1,500万円

　丸岡城周辺施設で不足する駐車場を確保するため
の駐車場整備工事に伴う増額。

寄附市民参画事業 5,870万円

　寄附市民参画制度において見込まれる寄附額増に対
する返礼品費用の増額。

三国湊地区活性化事業 △1,520万円

　事業活用者の辞退による補助金の減額（△2,000万
円）および事業にかかる設計委託料の増額（480万円）。

丸岡地区活性化事業 1,850万円

　丸岡バスターミナル周辺整備計画に基づく整備事業
にかかる設計・調査委託料の計上。

園芸産地総合支援事業 1,500万円

　意欲的に園芸作物生産に取り組む認定新規就農者の
施設導入経費に対する補助金の増額。

企業立地促進事業 2,784万円

　市内で一定規模の工場等を新設・増設した企業およ
び新たな雇用を創出した企業に対する助成金交付のた
めの増額。

幼保園等施設整備事業 3,020万円

　（仮称）雄島こども園や加戸幼保園の駐車場整備工
事に伴う増額。

私立保育所施設整備補助事業 8,986万円

　老朽化した私立保育所の移転新築事業費および私立
保育所における防犯対策強化費に対する補助金の計上。

総務部

総 務 常 任 委 員 会 報 告

総合政策部

財務部主な質疑応答

防災行政無線が聞き取れなかった場合、そ

の内容を本庁や支所、コミュニティセンター

などで教えてもらえるのか。

台風や防災情報、緊急性のあるものについ

ては本庁、各支所とも対応する。コミュニ

ティセンターについては全ての対応は困難な

場合もある。

台風18号による、市内の自主避難所への避

難状況は。

各コミュニティセンターおよび一部の小学

校を合わせて23カ所に、職員を2名配置して開

設し、3名の市民が自主避難した。

丸岡バスターミナル周辺整備計画につい

て、バスターミナル前の五差路の交差点にお

いて、歩車分離信号を設置できないか。

バスの導線については京福バスとも協議し

ており、この交差点については公安委員会や

建設課とも協議していく。

ふるさと納税について、リピーターに対して

どのように配慮していくか。

4月に作成したカタログには、商品名、会社名

を掲載したが、今回は問い合わせ先の電話番号

などを掲載しリピーターにつなげていきたい。

税の減免制度の市民への周知について。

減免制度についてはホームページなどで見

ることができる。国民健康保険税に関しては来

年に向けてもう少し分かりやすいように見直

しを行っていきたい。また、納税通知書に同封

する文書に減免制度に関する説明を記載して

いきたい。

＜主な意見＞
・坂井市を含めた地方公共団体の財政需要から見

れば、地方財政を抑制する余裕はないため、地

方交付税を含めた一般財源総額を確保すること

は不可欠である。

・地方間の財源偏在性是正のための解決策として

所得税、消費税を対象とした国税から地方税へ

の税源移譲となっているが、単なる税源移譲で

解決できる問題ではない。

☆発議第3号にて陳情をもとに一部修正して意見

書を提出。（P17参照）

＜主な意見＞
・CO2排出というのは、自動車や家電などから排

出されている以外にも、生産現場からも多く排

出されていることを考えると法人住民税も含め

た方が良い。

・環境を守ることは国家の事業、責務であるから

国税でやるべきである。

☆発議第4号にて陳情をもとに一部修正して意見

書を提出。（P17参照）　

 　

陳情

陳情第3号 採択地方財政の充実・強化を求め
る意見書採択について

陳情第4号 採択
「全国森林環境税の創設に関
する意見書採択」に関する陳
情について

陳情

陳情

▲防災行政無線自動起動機
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市民福祉部

三国病院

教育委員会

主な質疑応答

生活困窮者自立支援事業の包括活性化推進会

議の設置はいつになるのか。

今、事前準備を進めており、10月中旬には立

ち上げる予定である。

県が小学3年生まで半額支援している医療費

無償化を、中学卒業まで拡充すれば、市が現在

単独で実施している、小学4年生から中学卒業

までの医療費無料化分を財源に、高校卒業まで

拡充できるのではないか。

これまでも、市長会で中学卒業までの医療費

無料化を要望しているが、小学4年生以降につ

いては、市町単独事業でお願いすると、回答を

得ている。

マイナンバーを利用した情報連携の運用と、

マイナポータル、子育てワンストップサービス

の市の取り組みは。

情報連携およびマイナポータルは10月中に本

格運用開始予定となっているが、子育てワンス

トップサービスは、申請できるところまではい

っていない。

平成30年に北前船寄港地フォーラムが開催さ

れるが、文化課と観光産業課が一体となって、

市全体を盛り上げる方策はあるのか。

観光産業課や観光連盟などと、日本遺産認定

に向けた懇話会を開いており、その中で北前船

寄港地フォーラムについても検討している。

平成30年度から、小学校で外国語活動・外国

語科の学習が始まるが、授業時間の確保ができ

るのか。

3・4年生で、 年間35時間、 5・6年生で年間70

時間の授業となる。英語に必要な、 聞く、 話す、

読む、 書く、 を丁寧に学習したいということで、

45分単位時間１コマを教育課程として編成する

よう各学校に指示している。

7月からスタートした地域包括ケア病床は、

スムーズにスタートできたのか。

5月に地域連携室を改修し、スタッフも増員し

た。 3階の急性期病床から、4階の地域包括ケア

病床への転床の流れが確保できている。

地域で医師を育てるための取り組みを、坂井

市ではできないのか。

大学の医学部に研究費を寄付することで、医

師の派遣を受けることは可能であるが、財源の

確保の問題もあるので、今後の検討課題とした

い。

産業環境部

建設部

主な質疑応答

雇用促進助成金の対象となる市内の従業員に

ついて、住所などの確認できる書類はあるの

か。

入社年月日、住所、氏名、一定期間内に採用

されたということを書類で確認している。

昼間でも薄暗い公園などの樹木について、美

しい森林景観再生事業補助金の対象にはならな

いのか。

この補助金は、自然災害による倒木や松くい

虫などの被害による機能回復などが対象になる

ため、対象にならない。

三国花火の収支決算は。

実行委員会において有料観覧席、ゴミの持ち

帰り、全面禁煙など新たな取り組みを行った。

有料観覧席の収支は115万円のプラスになり、

花火に要する費用はもとより、シャトルバスや

仮設トイレ、音響の経費に充てることができ、

昨年の記念大会と同等の花火を打ち上げること

ができた。新たな財源を得ることで、自主自立

ができる花火大会として成果を上げたものと認

識している。

米の生産調整に関する市単独の助成金の見通

しは。

現在、米政策の過渡期であり、安定的な水田

農業を維持していくためにも継続していきたい

と考えている。

大滝川の改修について、護岸が破損するたび

に補正予算で補修しているが、抜本的な護岸の

改修の考えはあるのか。

抜本的な改修も必要であるが、事業にかなり

の投資が必要になるため、補修が必要な部分か

ら順次改修していく方針で対応している。

市道における電柱などの占用料の未収金はな

いのか。

北陸電力の道路占用許可申請手続きの不備に

より、申請漏れがあった。北陸電力で現在精査

中であり、明確になった時点で占用料を徴収す

る。

沖布目森田線道路改良事業の進捗状況と年度

内の見通しは。

平成27年度に道路計画のための全体的な調査

を、平成28年度に用地取得に向けての測量、建

物の物件補償調査を行った。平成36年度までの

完成を目指している。

市内の高校に通う通学路の安全点検、改修

は。

小中学校の通学路については坂井市通学路安

全プログラムに基づき順次対応しているが、高

校生の部分については不十分である。情報を得

て対応していきたい。

▲第37回三国花火大会（平成29年8月11日）

常任委員会報告常任委員会報告

※マイナポータル…政府が運営するオンラインサービスで、子育てに関する行政手続
　きがワンストップでできたり、行政からのお知らせが自動的に届いたりする。

▲現地調査：新築されたみくに市民センター

※
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問

坂
井
市
の
幼
保
園・保
育
園
の

現
状
は

保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
幼

保
園
な
ど
か
ら
の
声
が
多
く
、
ま
た
現

場
で
は
副
園
長
を
担
任
な
ど
か
ら
の
仕

事
を
外
し
、
フ
リ
ー
で
動
け
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
が
。

保
育
士
の
現
場
は
、
子
ど
も
相
手
の

仕
事
場
で
、
誰
か
が
休
暇
を
取
る
と
他

の
保
育
士
に
そ
の
分
し
わ
寄
せ
が
来
る

が
、
フ
リ
ー
の
立
場
で
動
け
る
人
が
い

る
と
、
休
暇
も
取
り
や
す
く
な
り
、
環

境
が
良
く
な
る
と
思
え
る
。

今
後
、
で
き
る
だ
け
フ
リ
ー
が
お
け

る
よ
う
な
配
置
を
考
え
て
い
き
た
い
。

本
市
の
幼
保
園
の
中
で
、
一
番
園
児
数

が
多
い
春
江
西
幼
保
園
が
、
駐
車
場
が
な

く
、
駐
車
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
多

い
と
聞
く
が
、
今
後
の
対
応
は
。

駐
車
場
と
な
り
得
る
用
地
を
、
平
成

29
年
度
に
入
っ
て
選
定
し
、
地
権
者
と

交
渉
を
重
ね
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
北
側
の
水
田
を
駐
車
場

と
し
て
造
成
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

地
権
者
の
理
解
も
得
ら
れ
、
農
地
転
用

の
最
中
で
あ
る
。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
予
算
化

し
、
着
工
し
、
駐
車
場
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。

春
江
中
保
育
園
な
ど
の
よ
う
に
、園
の

答答

答

問問問

働
き
方
改
革
の
状
況
は

市
職
員
の
有
給
休
暇
お
よ
び
育
児
休

業
の
取
得
状
況
は
。

平
成
28
年
の
有
給
休
暇
平
均
取
得
日

数
は
６
日
で
、
育
児
休
業
に
つ
い
て
は

27
名
が
新
規
に
取
得
し
、
そ
の
平
均
期

間
は
22
カ
月
と
な
っ
て
い
る
が
、
取
得

者
が
す
べ
て
女
性
職
員
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
男
性
職
員
の
育
児
休
暇
取
得
の
周

知
、促
進
を
行
っ
て
い
る
。

時
間
外
勤
務
縮
減
に
向
け
た
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

毎
週
水
曜
日
に
実
施
し
て
い
る
ノ
ー

残
業
デ
ー
に
加
え
、
平
成
29
年
か
ら
毎

月
19
日
を
「
イ
ク
ボ
ス
の
日
」
と
し
、

全
職
員
の
定
時
退
庁
を
進
め
て
い
る
。

　ま
た
、
７
月
と
８
月
に
「
ゆ
う
活
」

と
し
て
朝
型
勤
務
を
実
施
し
て
早
期
退

庁
を
促
し
な
が
ら
、
夕
方
家
族
と
過
ご

し
た
り
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
時

間
の
創
出
に
努
め
た
。

各
職
場
の
現
状
の
把
握
に
努
め
て
、
必

要
な
部
署
に
は
積
極
的
に
正
規
職
員
を

配
置
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
３
次
定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
新
た

な
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
、こ
れ
以
上
の
職
員
削
減
は
行
わ
ず
、多

様
な
任
用
形
態
の
職
員
活
用
を
図
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

今
後
業
務
に
多
寡
が
生
じ
た
場
合
、
そ

答答答

答

問問

問

問

辻　　人志

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
、正
規
職
員
、非

正
規
職
員
、任
期
付
き
職
員
、再
任
用
職
員

な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
適

正
な
職
員
配
置
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

教
育
現
場
の
環
境
改
善
は

猛
暑
対
策
と
し
て
、
音
楽
室
や
図
工

室
、
理
科
室
な
ど
の
特
別
教
室
に
も
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

音
楽
室
や
理
科
室
な
ど
利
用
頻
度
が

高
い
特
別
教
室
か
ら
計
画
的
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

プ
ー
ル
が
小
さ
く
プ
ー
ル
学
習
が
で
き

な
い
園
へ
の
対
応
は
。

小
学
校
の
近
く
に
あ
る
園
は
、
小
学

校
の
園
児
用
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
る

が
、
そ
の
小
学
校
ま
で
歩
い
て
い
け
な

い
園
が
市
内
に
は
い
く
つ
か
あ
り
、
プ

ー
ル
学
習
が
で
き
な
い
環
境
に
あ
る
。

今
後
、
小
学
校
に
あ
る
幼
児
用
プ
ー

ル
を
使
用
す
る
た
め
、
移
動
の
バ
ス
な
ど

手
配
し
、
プ
ー
ル
学
習
な
ど
に
お
け
る
教

育
環
境
に
差
が
出
な
い
よ
う
、
バ
ス
で
の

移
動
な
ど
を
考
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問一 般 質 問

▲坂井中学校理科室

▲春江西幼保園

▲内閣官房国民保護ポータルサイト

▲まちカレ（地域活動に触れる「越前東郷」を訪問）

上出　純宏

行
政
機
関
の
生
産
性
向
上
の

た
め
に

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

改
築
、
改
修
や
、
計
画
し
て
い
る
新
庁
舎

は
、
ど
の
よ
う
に
生
産
性
向
上
、
効
率
化

に
寄
与
す
る
の
か
。

地
域
住
民
の
交
流
が
拡
大
す
る
こ
と

が
土
台
と
な
っ
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
推
進
で
き
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
整
備
さ
れ
た
施
設
で
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
。

本
庁
舎
整
備
は
１
階
フ
ロ
ア
に
つ
い

て
、
既
存
庁
舎
棟
と
増
築
棟
を
ロ
ビ
ー

で
一
体
化
し
、
窓
口
を
集
約
配
置
し
応

対
の
機
能
性
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

文
書
な
ど
の
収
納
効
率
な
ど
業
務
の
効

率
化
を
実
現
し
た
い
。

三
国
病
院
に
お
い
て
、
I
T
技
術
を

使
っ
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
。

電
子
カ
ル
テ
な
ど
の
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
て
お
り
、
外
来
患
者
順

番
表
示
は
９
月
末
開
始
予
定
、
平
成
30

年
度
に
は
福
井
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
を

導
入
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
は
患
者
の
同
意
を
得
て
カ
ル
テ

な
ど
の
情
報
を
サ
ー
バ
ー
に
集
約
し
、

大
き
い
病
院
か
ら
小
さ
い
病
院
ま
で
そ

の
情
報
を
閲
覧
し
治
療
を
行
う
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

答答

答答

問問

問問

南川　直人

市
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

J
ア
ラ
ー
ト
が
市
内
に
発
せ
ら
れ
た

場
合
の
対
応
は
。

初
動
体
制
と
し
て
関
係
職
員
が
速
や

か
に
参
集
し
情
報
収
集
連
絡
に
努
め
、

そ
の
後
、
国
民
保
護
対
策
連
絡
室
会
議

を
開
き
、
安
全
確
保
を
図
る
た
め
の
対

策
や
国
、
県
に
対
す
る
要
望
な
ど
を
協

議
す
る
。

難
民
に
対
す
る
海
岸
線
の
防
御
、
衛

生
面
の
対
策
は
。

入
国
管
理
局
や
自
衛
隊
、
海
上
保
安

庁
、
警
察
が
対
応
す
る
が
、
市
と
し
て
も

情
報
を
市
民
に
提
供
し
注
意
喚
起
す
る
。

ま
た
、

感
染
症

予
防
対

策
を
実

施
す
る
。

答

答

問

問

カ
レ
ッ
ジ
を
修
了
し
成
長
し
た
貴
重

な
人
材
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す

る
の
か
。

第
１
期
修
了
生
が
実
践
的
な
プ
ラ
ン

を
作
成
し
、
そ
の
プ
ラ
ン
を
共
感
す
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
企
画
「
（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り

プ
ラ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
検
討
し
て

い
る
。

ま
た
、
市
の
設
置
す
る
各
種
検
討
委

員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
へ
の
参
加
も

考
え
て
い
る
。

人
材
育
成
事
業
の
さ
ら
な
る
活
用
を

市
は
学
校
施
設
の
耐
震
化
に
引
き
続

き
、
市
民
か
ら
強
い
要
望
の
あ
っ
た
生

涯
学
習
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
設
備
を
使
い

こ
な
せ
て
こ
そ
費
用
対
効
果
が
表
れ

る
。平

成
28
年
10
月
に
人
材
育
成
事
業
と

し
て
開
校
し
た
「
坂
井
市
ま
ち
づ
く
り

カ
レ
ッ
ジ
」
は
時
期
を
得
た
適
切
な
ソ

フ
ト
事
業
と
受
け
止
め
る
。

約
１
年
を
経
過
し
て
第
２
期
の
募
集

を
始
め
て
い
る
が
、
受
講
生
の
反
応
や

成
果
、
課
題
は
。

「
坂
井
市
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
」

は
地
域
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
人
材
育
成
や
自
己
の
学

び
を
地
域
に
還
元
す
る
活
動
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
第
１
期

の
受
講
生
24
名
は
17
回
の
講
義
と
10
回

の
課
外
学
習
を
行
っ
た
。

受
講
生
の
反
応
と
し
て
、
新
し
い
気

付
き
を
得
て
、
毎
回
意
欲
的
に
学
ぼ
う

と
す
る
姿
勢
が
強
く
な
り
、
成
果
と
し

て
は
、
自
分
た
ち
な
り
の
地
域
の
在
り

方
を
研
究
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た

の
で
、
行
政
と
し
て
は
こ
れ
を
生
か
す

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
、
受
講
生
の
年
齢
に

幅
が
あ
り
、
視
点
の
違
い
が
あ
っ
た
。

渡辺　竜彦
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答答答

答

問問問 問

問

戸板　　進

実
現
可
能
な
坂
井
市
第
５
期
障
害
福

祉
計
画
・
第
１
期
障
害
児
福
祉
計
画

策
定
を

坂
井
市
第
４
期
障
害
福
祉
計
画
で
設

定
し
た
４
項
目
の
成
果
目
標
に
対
す
る

実
績
値
お
よ
び
見
込
み
達
成
率
は
。

入
院
中
の
精
神
障
が
い
者
の
地
域
生

活
へ
の
移
行
は
達
成
し
て
い
る
。

福
祉
施
設
の
入
所
者
の
地
域
生
活
へ

の
移
行
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整

備
、
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ
の
移

行
の
３
項
目
は
、
目
標
達
成
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。

坂
井
市
第
５
期
障
害
福
祉
計
画
・
第

１
期
障
害
児
福
祉
計
画
の
目
標
の
実
現

化
に
は
農
福
連
携
の
さ
ら
な
る
推
進
な

ど
の
先
進
自
治
体
に
な
る
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
所
見
は
。

庁
内
で
の
連
携
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
も
連
携
を
強
化
し
農
福
連
携
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

将
来
に
つ
な
が
る
教
育
振
興
策
を

福
井
県
が
公
表
し
た
「
高
校
入
試
制

度
見
直
し
概
要
」
の
具
体
的
な
説
明

を
。主

な
見
直
し
は
、
考
え
を
論
理
的
に

説
明
す
る
問
題
や
多
面
的
な
分
析
や
考

察
す
る
問
題
の
導
入
、
各
高
校
の
特
色

答

答答

答答 問

問問

問問

川端　精治

に
あ
わ
せ
た
選
択
問
題
導
入
、
英
検
取

得
者
へ
の
加
点
で
あ
る
。

高
校
入
試
の
英
検
加
点
措
置
を
受
け

て
市
内
５
中
学
校
の
取
り
組
み
は
。

全
生
徒
に
対
し
て
、
英
検
受
験
を
指

導
し
て
お
り
、
10
月
実
施
の
英
検
で
全

生
徒
が
受
験
す
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
大
学
や
高
校
の
入
学
制
度
改

革
は
総
合
的
な
学
力
と
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
も
評
価
さ
れ
る
。

所
見
を
伺
う
。

広
い
視
野
で
物
事
を
多
面
的
、
多
角

的
に
考
え
る
力
、
主
体
的
に
判
断
し
実

行
す
る
力
を
教
育
委
員
会
と
学
校
が
一

体
と
な
っ
て
授
業
改
善
を
行
っ
て
い

く
。

こ
と
か
ら
、
農
業
者
が
経
営
戦
略
を
立

て
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
や
、
よ
り
一
層

の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
が
美
し
い
農
地

を
守
り
、
多
面
的
機
能
を
果
た
し
て
い

る
が
、
廃
止
さ
れ
る
と
そ
の
機
能
を
失

う
の
で
は
な
い
か
。

農
業
者
の
方
々
に
十
分
に
情
報
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
国
・
県
の

政
策
を
注
視
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
美
し
い
農
業
環
境
を
後
継
者

に
安
心
し
て
継
承
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
。

ゆ
り
の
里
公
園
整
備
お
よ
び
運
営

６
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
農
産
物
直
売

所
の
来
客
数
と
売
り
上
げ
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

８
月
末
ま
で
の
来
客
数
は
、
３
万
１

９
０
０
人
、
売
り
上
げ
は
、
３
３
０
０
万

円
で
あ
る
。

９
月
か
ら
は
、
第
２
、
第
４
土
曜
日
を

「
肉
の
日
」
と
定
め
、
肉
を
全
品
２
割
引

と
し
て
い
る
。

ま
た
、
毎
月
最
終
日
を
お
客
様
感
謝

デ
ー
と
し
て
、
先
着
１
０
０
名
の
方
に

粗
品
を
進
呈
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

常
に
市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
施
設
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
い

る
の
か
。

ゆ
り
の
里
全
体
の
お
も
て
な
し
を
図

る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
時
だ
け
で
な
く
、
週

末
は
何
ら
か
の
体
験
や
教
室
な
ど
が
開

催
で
き
る
よ
う
、
環
境
を
創
出
し
て
い

き
た
い
。

今
後
の
農
業
政
策
の
方
向
性

米
の
直
接
支
払
い
交
付
金
が
廃
止
さ

れ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

坂
井
市
農
業
再
生
協
議
会
の
役
割
が

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て
い
く

一 般 質 問 一 般 質 問

▲第4期障害福祉計画

 

後藤　寿和

畑野麻美子

答

答

答 答 答 問問

問

問問

と
し
て
非
常
に
重
要
だ
と
考
え
る
。

医
療
機
関
や
民
間
団
体
と
積
極
的
に

連
携
を
行
う
こ
と
で
浸
透
さ
せ
て
い
け

る
と
考
え
る
。

教
員
の
長
時
間
労
働
改
善
、支
援
員

配
置
に
向
け
て

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ

を
導
入
す
る
の
か
。

県
で
は
学
級
運
営
支
援
員
と
い
う
名

称
で
派
遣
し
て
お
り
各
小
中
学
校
に
平

成
28
年
度
は
３
名
、
平
成
29
年
度
は
９

名
を
教
員
の
補
助
業
務
に
従
事
し
て
い

る
。平

成
30

年
度
以
降

も
実
績
を

下
回
る
こ

と
の
な
い

よ
う
県
に

要
望
し
て

い
く
。

小
中
学
校
に「
が
ん
教
育
」の
導
入
を

学
習
指
導
要
領
で
も
示
さ
れ
て
い
る

よ
う
に「
が
ん
教
育
」実
施
に
向
け
調
査

を
し
て
い
る
の
か
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
モ
デ
ル
校
の

取
り
組
み
な
ど
を
研
究
し
、今
後
の「
が

ん
教
育
」の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

坂
井
市
の
小
中
学
校
に「
が
ん
教
育
」

を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

県
で
は
ま
だ
導
入
し
て
い
る
学
校
は

な
い
が
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、

中
学
校
の
保
健
分
野
で
が
ん
に
つ
い
て

も
取
り
扱
う
も
の
と
、
新
た
に
明
記
さ

れ
て
い
る
。

国
・
県
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
充

実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

「
が
ん
教
育
」
を
導
入
す
る
こ
と

で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
か
。

予
防
や
早
期
発
見
に
関
心
を
持
ち
、

が
ん
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
も
理

解
を
深
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
身
近
な
方
が
か
か
る
場
合
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
も
適

切
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

民
間
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
で
よ
り

「
が
ん
教
育
」が
広
ま
る
と
考
え
る
が
。

健
康
保
持
増
進
に
向
け
た
取
り
組
み

答答答

答　

問問問

問

霞
の
郷
温
泉
の
大
規
模
改
修
が

必
要霞

の
郷
温
泉
は
築
17
年
、
こ
れ
ま
で

に
、
天
井
や
洗
い
場
の
仕
切
り
な
ど
修

繕
さ
れ
た
が
、
洗
い
場
の
水
は
け
が
悪

く
、
滑
り
や
す
い
な
ど
、
入
浴
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
施
設
点
検
を

行
い
改
修
す
べ
き
。

利
用
者
の
安
全
確
保
に
か
か
わ
る
な

ど
、
優
先
順
位
の
高
い
修
繕
は
即
座
に

対
応
し
、
施
設
全
体
の
老
朽
化
に
伴
う

大
規
模
改
修
に
つ
い
て
も
、
そ
の
時
期

や
財
政
負
担
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
考

慮
し
、
検

討
し
て
い

く
。

高
齢
者
の
た
め
の
通
院
支
援
策
を

高
齢
者
の
健
康
や
命
を
守
る
大
事
な

交
通
手
段
と
し
て
、
高
齢
者
の
た
め
の

通
院
支
援
策
を
求
め
る
。

身
近
な
と
こ
ろ
で
の
互
助
・
共
助
を

も
と
に
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

し
、
支
援
し
て
い
く
。

高
齢
者
の
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
ほ
し

い
。

障
が
い
者
の
利
用
に
係
る
公
共
施

設
の
使
用
料
の
減
免
に
関
す
る
条

例
の
策
定
を

公
共
施
設
を
利
用
す
る
障
が
い
者
の

減
免
の
統
一
を
図
る
た
め
の
条
例
の
策

定
を
求
め
る
。

施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
減
免
規

定
を
含
め
各
施
設
の
設
置
条
例
な
ど
で

定
め
て
い
る
。

当
面
は
障
が
い
者
の
利
用
に
関
す
る

減
免
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
周
知
徹
底

す
る
こ
と
に
よ
り
、
統
一
化
を
図
っ
て

い
く
。

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
図
る
う
え

で
も
、
施
設
の
窓
口
な
ど
に
使
用
料
の

表
示
を
す
べ
き
。

今
後
、分
か
り
や
す
く
統
一
し
た
表
記

と
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

▲がん教育イラスト

▲黄金色の稲穂がなびく圃場
ほじょう

▲車いすテニス練習の様子（丸岡運動公園古城ドーム）

※農福連携…農業現場での障がい者の受け入れ

※
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河
川
の
防
災
対
策
は

台
風
に
対
す
る
対
策
、台
風
５
号
、18

号
の
被
害
状
況
は
。

台
風
な
ど
の
一
般
災
害
体
制
は
、
注

意
報
発
表
で
関
係
部
局
職
員
は
自
宅
待

機
、
警
報
発
表
で
本
庁
・
各
支
所
に
職

員
が
緊
急
参
集
し
、
風
水
害
に
は
現
場

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

台
風
５
号
で
は
、
J
R
や
高
速
道
路

の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
で
４
カ
所
の
冠

水
、
強
風
に
よ
る
倒
木
が
数
本
、
18
号
で

は
被
害
が
な
か
っ
た
。

磯
部
川
改
修
事
業
の
J
R
橋
工
事
が

終
了
す
る
と
下
流
へ
の
流
量
が
大
幅
に

増
加
す
る
。
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
増

設
が
必
要
で
は
。

地
元
の
強
い
要
望
を
受
け
、
従
前
か

ら
県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
。

福
井
国
体
へ
の
準
備
状
況
は

平
成
29
年
７
月
15
日
か
ら
18
日
に
、

国
体
プ
レ
大
会
と
し
て
、
三
国
体
育

館
・
丸
岡
体
育
館
で
少
年
男
子
・
女
子

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が
開
催
さ
れ
た

が
、
本
大
会
に
向
け
て
の
成
果
は
。

競
技
や
式
典
は
運
営
は
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
が
行
い
、
会
場
の
運
営
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
職
員
３
０
２
名
が
参

加
し
、
係
間
の
連
携
や
会
場
設
備
に
関

答答答

答答

問問

問問

問

川畑　孝治

す
る
課
題
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
場
と
な
る
体
育
館
や
音
響
・
ト
イ

レ
な
ど
の
支
障
は
な
か
っ
た
か
。

体
育
館
の
整
備
は
耐
震
工
事
に
合
わ

せ
て
行
い
万
全
の
体
制
で
臨
ん
だ
が
、

音
響
や
ト
イ
レ
な
ど
調
整
や
増
設
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

国
体
開
催
は
50
年
ぶ
り
だ
が
、
市
民

の
間
で
は
、
関
心
や
盛
り
上
が
り
に
欠

け
て
い
る
の
で
は
。

広
報
紙
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
幅
広
く
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
、
決
起
集
会
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

開
催
な
ど
関
心
度
を
高
め
、
市
全
体
の

盛
り
上
が
り
に
つ
な
げ
た
い
。

一 般 質 問 一 般 質 問

▲国体に向けてのカウントダウンボード

永井　純一

松本　　朗

答答

答

問問

問

④
地
域
住
民
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
講
座
を
実
施
し
、市

政
の
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
、活
動
を
活

性
化
し
、参
加
を
促
す
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

財
政
運
営
を

将
来
の
市
を
考
え
て
い
く
上
で
の
指

針
と
な
る
、
中
期
・
長
期
の
財
政
計
画

を
示
す
必
要
が
あ
る
。

第
２
次
総
合
計
画
に
合
わ
せ
、
新
た

な
財
政
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
期
待
す
る
こ

と
は
。

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
作
る
た
め
、市

と
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
共
有
し
、

効
果
的
ま
た
効
率
的
な
解
決
を
図
り
、自

分
た
ち
の
特
性
を
生
か
し
て
役
割
を
果

た
す
こ
と
で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
期
待
す
る
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
に
、市
は
何
を
な
す

べ
き
か
。

平
成
28
年
に
、地
域
支
援
ソ
フ
ト
事
業

検
討
委
員
会
に
よ
っ
て
、ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
対
す
る
支
援
策
を
取
り
ま
と
め
、

実
施
し
て
い
る
。

①
地
域
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
人
材
を
育
成
し
、そ
の
学

び
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る
た
め
に
、ま

ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
を
開
講
し
て
い
る
。

②
区
長
会
と
連
携
強
化
を
図
る
た
め
に
、

区
長
会
運
営
交
付
金
を
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
と
一
括
し
て
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
に
交
付
し
、地
域
が
一
体
と
な
り

事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

③
組
織
強
化
の
た
め
、
地
域
づ
く
り
の
課

題
の
提
供
や
個
人
の
能
力
向
上
を
目
的

と
し
て
、
平
成
29
年
度
、
高
齢
者
の
健
康

と
ま
ち
づ
く
り
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力

の
向
上
を
テ
ー
マ
と
す
る
研
修
会
を
開

催
予
定
。

答答答

答答

問問問

問問

を
北
陸
電
力
に
限
ら
ず
、
他
の
事
業
者

や
団
体
を
含
め
、 

推
進
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
民
間
委
託
の
判
断
を

教
育
委
員
会
は
検
討
し
て
い
な
い

学
校
給
食
の
調
理
業
務
を
民
間
委
託

す
る
と
い
う
こ
と
は
重
大
な
教
育
行
政

の
変
更
で
あ
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、
調
査
・
研
究

し
て
責
任
あ
る
判
断
を
す
べ
き
だ
が
、

そ
の
形
跡
は
全
く
な
い
。

事
務
局
で
検
討
し
、
教
育
委
員
会
に

話
し
、
理
解
い
た
だ
い
て
い
る
。

教
育
委
員
会
が
判
断
す
る
前
に
、事
務

局
が
方
向
性
を
伝
え
て
い
る
。

事
務
局
と
し
て
、
万
全

の
形
で
教
育
委
員
会
に

出
し
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
、

税
を
引
き
上
げ
な
い
と
明
言
を

坂
井
市
の
国
保
税
の
水
準
は
、
県
内

２
位
ク
ラ
ス
。
こ
れ
以
上
引
き
上
げ
な

い
と
明
確
に
す
べ
き
。

で
き
る
だ
け
上
げ
な
い
方
法
で
運
営

で
き
れ
ば
い
い
。

国
保
税
の
世
帯
加
入
者
数
に
係
る
均

等
割
の
う
ち
、
子
ど
も
に
係
る
均
等
割

の
軽
減
措
置
の
導
入
を
県
に
対
し
要
求

す
る
こ
と
。

地
方
か
ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
国
に

お
い
て
検
討
課
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、動
向
を
注
視
し
た
い
。

「
環
境
出
前
講
座
」
　北
陸
電
力
か

ら
の
講
師
受
け
入
れ
の
見
直
し
を

市
は
、
出
前
講
座
環
境
推
進
事
業
と

し
て
、
小
学
生
を
対
象
に
出
前
講
座
を

行
っ
て
い
る
。

講
師
は
、
平
成
28
年
ま
で
４
年
連
続

で
北
陸
電
力
の
広
報
チ
ー
ム
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
。

原
発
は
最
悪
の
環
境
破
壊
で
あ
り
、

そ
の
事
業
者
で
あ
る
北
陸
電
力
か
ら
の

講
師
は
廃
止
す
べ
き
。

環
境
教
育
に
関
し
て
は
、
取
り
組
む

切
り
口
も
多
様
で
、
幅
広
い
専
門
知
識

が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
講
師
派
遣

▲まちづくり協議会での活動の様子（防災講座）

▲北陸電力情報誌

出
世
山
古
墳
公
園
管
理
運
営
は

公
園
の
管
理
運
営
、
木
の
伐
採
、
剪

定
、
下
草
刈
り
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

今
後
３
年
か
ら
４
年
か
け
て
、
雑
草

の
根
絶
、
樹
木
の
強
剪
定
、
下
草
刈
り

な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
と
し
て
の
遺
跡
の
活
用
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

小
中
学
校
の
校
外
学
習
な
ど
、
青
少

年
の
教
育
で
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

観
光
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

庁
内
で
連
携
を
図
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
広
く
周
知
し
て
い
く
。

講
座
な
ど
を
企
画
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

学
芸
員
の
増
員
は
。

丸
岡
城
国
宝
化
推
進
、
日
本
遺
産
へ

の
認
定
な
ど
、
業
務
が
増
加
し
て
い
く

と
思
わ
れ
る
が
、
適
正
な
人
員
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
防
止
に
向

け
た
取
り
組
み
は

平
成
27
年
か
ら
の
相
談
状
況
、
被
害

件
数
と
被
害
額
は
。

各
種
詐
欺
が
多
く
、
中
で
も
架
空
請

求
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
の
件
数
が
多
く

答答答

答答

答答 問問

問問

問問問

田中千賀子

な
っ
て
い
る
。
平
成
27
年
度
２
３
４

件
、
平
成
28
年
度
２
４
１
件
、
被
害
額

は
約
３
千
万
円
で
あ
る
。

消
費
者
被
害
防
止
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
連
絡
会
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

各
団
体
向
け
の
出
前
講
座
な
ど
、
被

害
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
つ
な
げ

て
い
く
。

通
話
録
音
装
置
の
設
置
は
。

平
成
29
年
度
か
ら
、
通
話
録
音
装
置

50
台
を
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
日
中

高
齢
者
だ
け
と
な
る
世
帯
、
障
が
い
者

の
世
帯
を
対
象
に
無
償
で
貸
与
す
る
。▲出世山古墳公園

1415

せ
ん

て
い

き
ょ
う
せ
ん
て
い



答答答

答答

問問問

問問

上坂　健司

田中　哲治

か
か
る
。

稼
ぐ
取
り
組
み
の
推
進
状
況
は
。

経
済
・
観
光
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

平
成
28
年
度
に
お
い
て
、
総
所
得
金
額

を
納
税
義
務
者
で
除
し
た
平
均
所
得
額

に
つ
い
て
は
、
生
産
年
齢
で
２
９
３
万

円
で
平
成
26
年
度
に
対
し
、
２
・
２
％
増

と
な
っ
た
。

ま
た
、
観
光
入
込
客
数
は
５
５
３
万

３
千
人
で
平
成
26
年
度
に
対
し
、
１
１

０
万
２
千
人
増
と
な
っ
た
。

坂
井
市
地
域
創
生
条
例
の
制
定
は
。

次
期
総
合
計
画
に
地
方
創
生
に
関
す

る
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
る
予
定
や
、

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
と
の
関
係
な

ど
、
課
題

が

あ

る

の
で
、
今

後
、
検
討

す
る
。　

安
全
安
心
の
対
策
を

坂
井
中
学
校
の
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

で
作
成
し
た
、「
２
０
１
６
坂
井
町
内
安

全
マ
ッ
プ
」に
対
す
る
見
解
は
。

ま
た
、「
２
０
０
７
坂
井
町
内
安
全

マ
ッ
プ
」と
の
比
較
は
。

危
険
箇
所
に
お
け
る
事
故
な
ど
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
と
し

て
、非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
比
較
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
道
路
状

況
な
ど
ハ
ー
ド
的
な
も
の
も
あ
り
、
大

変
厳
し
い
が
今
後
、参
考
と
し
た
い
。

課
題
や
要
望
な
ど
の
吸
い
上
げ
や
対

応
は
。

「
坂
井
市
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」

で
、
緊
急
性
や
優
先
順
位
を
踏
ま
え
、
確

認
と
対
策
を
検
討
す
る
。防
災
、
防
犯
、

河
川
管
理
な
ど
対
応
可
能
な
も
の
に
つ

い
て
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み
は

平
成
29
年
９
月
で
地
方
創
生
５
年
間

の
中
間
年
次
、前
半
の
効
果
検
証
は
。

４
つ
の
基
本
目
標
に
対
し
、
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
が
、
人

口
減
少
の
抑
制
で
は
、
ま
だ
ま
だ
道
半

ば
で
あ
り
、
総
合
戦
略
の
各
数
値
目
標

の
効
果
と
し
て
表
れ
る
に
は
、
時
間
が

答答

答

問問

問

し
た
際
に
必
要
な
家
賃
の
支
援
を
し
て

い
る
。

農
山
漁
村
に
対
す
る
本
市
の
考
え

は
。本

市
は
一
次
産
業
が
全
て
存
在
す
る

ま
ち
で
あ
り
、
地
域
の
財
産
や
自
然
環

境
を
守
る
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
。

ま
た
、
新
規
就
農
者
や
認
定
農
業

者
、
関
係
法
人
な
ど
へ
の
補
助
に
よ
る

支
援
を
継
続
し
、
農
山
漁
村
で
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
支
援
し
て
い

く
。

農
山
漁
村
と
し
て
の
地
方
創
生
に

ど
う
向
き
合
う
か

都
市
部
や
海
外
へ
の
農
林
水
産
物
の

販
路
拡
大
と
観
光
も
含
め
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
品
質
技
術
の
向
上
に
よ
る
産

地
間
競
争
力
の
強
化
策
は
。

品
川
区
戸
越
銀
座
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
を
中
心
に
農
産
物
や
加
工
品
を
販

売
し
、
売
れ
行
き
状
況
な
ど
を
も
と
に

判
断
し
な
が
ら
販
路
拡
大
す
る
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
は
、
２
０
１
９

年
に
米
の
輸
出
を
10
万
ト
ン
の
目
標
を

掲
げ
て
い
る
が
、
今
後
、
国
の
施
策
の

動
向
を
見
極
め
販
路
拡
大
を
検
討
す

る
。観

光
面
で
は
、
ゆ
り
の
里
公
園
を
拠

点
と
し
た
体
験
型
観
光
を
展
開
し
、
地

元
農
家
や
観
光
連
盟
と
連
携
し
な
が

ら
、
市
内
観
光
ル
ー
ト
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
み
た
い
。

今
後
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
第

一
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
特
産
品

に
力
を
入
れ
、
一
定
の
生
産
量
を
確
保

し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
で
競
争

力
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

新
規
就
業
支
援
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
本

市
の
独
自
施
策
は
。

ふ
く
い
園
芸
カ
レ
ッ
ジ
や
里
親
に
お

け
る
研
修
時
の
生
活
基
盤
の
確
保
に
要

す
る
経
費
や
、
市
内
の
空
き
家
に
居
住

定例会審議結果・委員会活動 一 般 質 問

▲いちほまれの刈り取りの様子

▲辻土木部長に要望書を渡す東野委員長

▲坂井中学校の生徒やPTAが作成した安全マップ

決算特別委員会を設置しました 要望書を提出しました

　委員会では、予算が適正かつ効率的に執行されたか

どうかや今後の行財政運営においてどのような改善工

夫がなされるべきかなどに着眼し、「平成28年度坂井

市一般会計」他６会計の決算審査を行いました。

【委員】

佐藤　寛治（委員長）　 小原　慶之（副委員長）

川端　精治　　　　　　 南川　直人

戸板　　進　　　　　　 吉川　貞明

松本　　朗　　　　　　 東野　栄治

橋本　充雄　　　　　　 山田　　栄

広瀬　潤一　　　　　　 木村　　强

【日程】

　所管審査：10月４日、５日、６日、10日

　意見整理：10月23日、24日、11月２日

　講　　評：11月13日

※審査結果は次号でお知らせします。

　産業建設常任委員会では、嶺北北部地域に

おける物流・交流の活性化や市内幹線道路の

交通渋滞緩和のため、福井港丸岡インター連

絡道路へアクセスする県道福井森田丸岡線の

着実な整備を求める、福井県知事宛ての「福

井森田丸岡線の整備促進に関する要望書」を

土木部長に提出しました。

●９月１日

9月定例会に提出された議案と議決結果
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平成29年度坂井市一般会計補正予算
（第２号）

指定管理者の指定の期間の変更及び指定
管理者の指定について

地方財政の充実・強化を求める意見書
採択について

「全国森林環境税の創設に関する意見書
採択」に関する陳情について

地方財政の充実・強化を求める意見書の
提出について

「全国森林環境税」の創設に関する意見書
の提出について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について
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12月定例会会期日程（予定）

※ 日程は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承願います。
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2017.119月定例会

　季
節
は
秋
に
移
り
、色
鮮
や
か

な
紅
葉
や
菊
や
コ
ス
モ
ス
な
ど
の

秋
の
花
が
咲
き
誇
る
過
ご
し
や
す

い
気
候
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
の
夏
は
梅
雨
が
長
く
、夏

は
す
ぐ
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、例
年
よ
り
さ
ら
に
多
く
全
国

各
地
で
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
が

発
生
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
多

く
の
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、日
本
の
安
全
保
障
の
面

で
も
、北
朝
鮮
に
よ
る
核・ミ
サ
イ

ル
開
発
が
進
め
ら
れ
、弾
道
ミ
サ

イ
ル
が
日
本
の
上
空
を
通
過
す
る

事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。日
本
は

安
全
な
国
で
あ
る
と
い
う
日
本
国

民
の
認
識
が
根
本
か
ら
覆
さ
れ
る

事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　自
然
災
害
、戦
争
な
ど
内
容
に

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、私
た
ち
は
危

機
管
理
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　そ
ん
な
こ
と
を
考
え
つ
つ
、幸
せ

に
な
る
た
め
に
懸
命
に
頑
張
っ
て

い
る
市
民
の
た
め
に
、こ
れ
か
ら
も

親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指

し
ま
す
の
で
、ご
愛
読
お
願
い
し
ま

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（東
野
）

　

Topics、議会日程

議会を傍聴してみませんか 次回の議会報告会は…

12月 1日（金）１０時～　　　本会議（行政報告・議案説明など） 

      １1日（月）１０時～　　　本会議（一般質問）

      12日（火）１０時～　　　本会議（一般質問） 

      14日（木）１０時～　　　産業建設常任委員会 

      15日（金）１０時～　　　教育民生常任委員会 

      18日（月）１０時～　　　総務常任委員会 

      ２2日（金）１０時～　　　本会議（委員長報告・採決など） 

※問い合わせや議会だよりに対するご意見がありましたら、左記の議会事務局連絡先までご連絡ください。

Ｔｏｐｉｃｓ
市議会定例会のインターネット中継（録画中継）を開始！

市議会会議録検索システムを導入！

　市議会では、議会改革（開かれた議会）の一環として、市議会
定例会一般質問などのインターネット中継（録画中継）を開始し
ました。
　坂井市ホームページ内の、市議会のページにある議会放送か
ら視聴することができます。
　また、ＹｏｕＴｕｂｅウェブサイト内で「坂井市議会」と検索するこ
とで、録画中継の動画を視聴することもできます。

　市議会では、議会定例会・臨時会の会議録を閲覧・検索できる
会議録検索システムを導入しました。
　坂井市ホームページ内の、市議会のページにある会議録から
検索システムに入り、会議名や発言者、発言した言葉で検索する
ことができます。

　9月定例会の報告と意見交換会を行います。議会や市政に対す
るご意見をお聞かせください。
　住所に関係なく、どの会場でも参加できます。

開 催 日 時 会　　場

市ホームページアドレス http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/

大石小学校　6年

清水　美咲
し  みず み   さき

三国高校1日議会塾

坂井市高校生議会

補正予算概要、広域連合・一部事務組合報告

常任委員会報告

一般質問

定例会審議結果、委員会活動

Topics、議会日程

表紙 ： 市内3校の生徒代表による坂井市高校生議会の様子　　　　

11月20日（月）
午後７時～

11月21日（火）
午後７時～

みくに市民センター会議室 三国町中央一丁目5-1
TEL 82-7200
春江町随応寺20-24-1
TEL 51-5181
丸岡町西里丸岡12-21-1
TEL 68-0843
坂井町下新庄1-1
TEL 66-1500

高椋コミュニティセンター３階　
大会議室
市役所多目的研修センター３階　
大ホール

春江中小企業センター２階　
多目的ホール

坂井市高校生議会

三国高校
丸岡高校
坂井高校


